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要素 不登校No.73

亙義髙

教室に入れない課題を解決する

三年間通級学級を担当してた経験の中でです。通級

に在籍や体験する子供たちは、かなりの割合で不登

校傾向だったり、教室に入れない子どもたちだった

りしました。毎回活動記録と成果、そして子どもたち

の各評価を分析してきました。

その集計や考察をしていくと、教室に入りたがらな

い、または嫌悪感を持つ原因がいくつか浮かんでき

ます。それは

・友達と上手に関係が作れない

・勉強がよく理解できない

・一日の活動や授業の見通しがたたない

以上のことが多かったでした。その原因が教室に入

れないことにつながるプロセスは別に提示します。

ここでは、その課題の解決が困難なこと、そして解

決できるとすれば何が必要か、について提示してい

きます。

通級で集めたデータの結果、目に見える原因の一

つは、人間関係です。友達とうまくいかない、集団活

動が苦しい、グループ学習がうまくできない、等の

人間関係が原因の一つになっています。人間関係改

善の難しさを提示してみます。個別学習でソーシャ

ルスキルトレーニングなど、スキルの改善や相談な

どやってきました。これはそれら支援や学習が効果

を上げているかのグラフです。結論から言います。

私の力量もあったのでしょうが、対処療法やスキル

トレーニングでは改善ができていなかったという結

果でした。しかし予防処方では、いろいろできるも

のがあります。これは別項目で上げます。

次に学習の習熟度が低い、いわゆる勉強がわからな

いから教室に入れないという原因です。

通級はLDも対象でした。必要に応じて個別で教科

学習をした部分もありました。

個別学習で一緒にやれば、伸びる部分が出ます。例

えば数学ですが、丁寧に個別学習を行えば理解は向
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上します。このグラフの下の部分は二人の子供が半

年間で能力が伸びてきたグラフです。

しかし一度大きく遅れた子供が標準以上の速さで

向上し、標準内容まで達するのは困難でした。上の

グラフの線は偏差値の値です。絶対的な力は向上し

ましたが、学年集団は、更に力を向上させていき、全

体との相対値、つまり偏差値などは少し下がってい

たのです。これはマラソンのようです。自分は進んで

も、周りも進むため、相対的には追いつけず、授業で

標準的な水準までたどり着けないのです。ではどう

すればいいのか、これも別項目で提示したいと思い

ます。

もう一つ原因と解決策を提案します。

この原因は「学習や一日の活動に見通しが持てな

い」という原因です。アンケートや記録などではなか

なか現れない原因でした。しかし記録を分析すれば

するほど、この原因が他の二つの遠因になってい

て、三つの原因を解決できるカギになることがわか

ってきました。子供たちの記録を読み解くと、授業

以外の活動があるときは、見通しがつかなくなり意

欲が落ち込むことが分かっていました。これもいろ

んな角度から複数分析しましたので、機会があれば

提示いたします。このグラフは当時中学２年の男子

３人に取った記録です。二つ以上の授業外活動があ

る時、行事等の活動が無い時では、教科学習の見通

しに違いが出たか、の記録です。この記録をとった

時期はちょうど運動会練習の時でした。

３人とも行事が混んでいた日は、教科の学習に集

中できず、授業での学習活動で見通しがつかなくな

った様子がうかがえます。意欲についてはどうでし

ょうか。これは個人差がありました。二人は意欲も落

ちて授業ができなかった、という傾向にありました。

しかし、もう一人は運動会を楽しみにしていたよう

で、見通しがつかなくなったのに、よくできた、と授

業の評価が若干向上したようでした。このように行

事の好き嫌いで個人差が出ましたが、授業外活動が

混んでくると、一つ一つの授業でも見通しが持てな

くなり、意欲や充実感が落ちる子供も出てくる危険
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性はあると思います。

そして学校全体の活動が忙しくなると、個別での支

援や配慮は難しくなります。学校全体で行事で見通

しがつかなくなり、意欲が落ちる生徒が出ないよう

にすべきです。そしてこの解決策は、対処法でなく、

予防処方として効果的だと思えます。

結論として、授業以外の活動を大幅に削減して、子

供が見通しをもって学習活動に取り組める環境を作

ること。これが解決策になります。子供に不適応の

傾向が出てからの個別対処では効果が限定的です。

またこの解決策は別に述べますが、子供のグループ

学習や集団活動にも予防的効果が期待できます。是

非、お考え下さい。

END


